
は じ め に

音楽によって気分が変化したり、何らかの感情が喚

起されたりといったことを私たちは日常的に経験して

いる。音楽による感情喚起については、自己報告（e.g.

Pignatiello, Camp, & Rasar, 1986; Schubert, 2007）、

生理的指標（e.g. Davis & Thaut, 1989; Krumhansl,

1997）、行動的指標（e.g. Fried & Berkowitz, 1979;

Jacob, 2006）などに基づく多くの実験的研究がおこ

なわれ、音楽が感情を喚起することが確認されるとと

もに、それらの知見に基づき、音楽による感情喚起の

メカニズムについての総合的な理論が提案されるに至っ

ている（Juslin & V stfj ll, 2008; Juslin, Liljestr m,

V stfj ll, & Lundqvist, 2010）。

また、実験室でおこなわれた研究よりも数は少ない

ものの、日常場面で音楽がどのように感情を喚起して

いるかについて調べた研究もおこなわれており、それ

らによると人々は様々な日常場面の中で音楽を聞き、

多様な感情を実際に喚起されていることが示されている

（e.g. Sloboda, 1992; Sloboda & O’Neill, 2001; Juslin

& Laukka, 2004; Juslin, Liljestr m, Laukka,

V stfj ll, & Lundqvist, 2011）。

以上のように、音楽の聴取が聴取者に及ぼす影響と

しての感情喚起についての研究は、近年になって盛ん

におこなわれるようになってきた。その一方で、音楽

を演奏することが演奏者にどのような感情的影響を及

ぼすかについては、わずかな例外を除いてほとんど研

究されていないのが現状である。また、研究がされる

場合も、プロもしくはセミプロの音楽家の演奏不安と

いった否定的な感情喚起が主たる対象であった（cf.

Steptoe, 2001）。しかし、一般の人々にとっても、歌

唱を含む音楽演奏をおこなうことは決して珍しいこと

ではない。たとえば、公益財団法人日本生産性本部が

発表している日本人の余暇活動についての 2008 年度

のデータによれば、年に 1度でもコーラス活動をおこ

なったことのある人の割合は、男性の場合は 0.8％と

かなり低いものの、女性では 4.1％であり、洋楽器の

演奏については男性で 5.3％、女性で 6.1％が楽しん

でおり、カラオケに至っては男女ともに 40％前後も

の人が年に 1度はおこなったことがあるとされている。

それらの人々は、正に楽しみとして音楽演奏活動をお

こなっているわけで、音楽演奏活動による肯定的な感

情的影響について調べることは、音楽による感情喚起

についての知見に欠かすことができないと言える。

音楽を演奏するという活動は、音響を生み出すとい

う側面、生み出された音響を聴取するという側面、身

体活動としての側面、表現活動としての側面、合奏で

あれば共同活動としての側面など、多くの側面からな

る多面的な活動である。そして、それらの側面がすべ

て感情の喚起に関わると考えられる。本研究では、こ

れまであまり取り上げられてこなかった音楽を演奏す

ることによる感情の喚起について、非音楽家を演奏者

として心理学実験をおこなったが、その際、上に述べ

たような音楽演奏の様々な側面が出来る限り含まれる

ように、独奏ではなく、二台のピアノによる合奏を取
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り上げることとした。そうすることによって、共同活

動としての側面はもちろんのこと、自分の演奏を聴く

他者が常にいるということで表現活動としての側面も

ある程度実現され、先にあげた演奏活動の様々な側面

がすべて含まれた自然な状況を作ることができると考

えたからである。また、面識のない非音楽家が合奏を

するためにはその場で二人一緒に練習することが必要

となり、そこでおこなわれた練習活動も演奏者の感情

に影響すると考えられるので、合奏そのものに加えて

二人でおこなう練習を含めて合奏活動とし、実験の場

でおこなった合奏活動が演奏者の感情にどのような影

響を及ぼすかをみることとした。なお、ここで取り上

げている感情は明確な対象と強い強度をもつ情動では

なく、明確な対象をもたず比較的弱いが持続的な気分

であるので、これ以降は感情ではなく気分という言葉

を用いることとする。

実験

目的

本研究では、ピアノの合奏活動をおこなうことが演

奏者の気分変化、特に肯定的な気分変化をもたらすか

どうかを検討する。

それに加えて、合奏活動の様々な側面に対する演奏

者自身の評価、練習中におこなわれた活動内容の種類

とその持続時間などについて測定し、気分変化が生じ

た場合、合奏活動のどのような側面がその気分変化に

強く関わっているのかについての検討をおこなう。

方法

実験参加者

18 人の学生（年齢 18 歳から 21歳、平均年齢 19.9

歳の女性）が実験に参加した。すべて音楽を専門とし

ない学生で、鍵盤楽器歴 6年から 17年（平均 9.9年）

であった。

実験参加者は二人ペアで実験に参加した。作られた

9ペアのうち 1ペアのみ実験参加前からの知り合いで

あったが、残りの 8ペアは実験参加前には知り合いで

はなかった。

装置

実験は、2台のデジタルピアノ（CASIO, PX 320）

を対面に設置した小スタジオ内でおこなった。演奏は

サウンド編集ソフトウェア（HOOK UP, Sound

Forge）を用いて各演奏者別チャンネルでパソコン内

に記録するとともに、部屋の四隅に設置した 4台のビ

デオカメラ（Sony, DCR HC62）の画像を画面分割

器（DAIWA, SG 2202II）によって一画面にまとめ

てハードディスクレコーダー（Victor, DR HX250）

に記録した。

ピアノ初級者から中級者が演奏でき、気分の肯定的

な変化が期待できる快活な曲という理由で、Carl

Maria von Weber作曲の “Marcia, Op. 3 5”を実験

で用いる合奏曲とした。

手続き

参加者は実験の約 1週間前に合奏のパートを指定さ

れた上で実験曲の楽譜を渡され、自宅等で一人で練習

をしておくよう求められた。実験は以下のような手順で

実施された。実験の所要時間は、約 45分程度であった。

1．日本語版 POMS（横山・荒記, 1994）による実

験参加者の気分測定（1回目）。

2．事前の練習時間や実験曲を以前から知っていた

か、この曲がどの程度好きかなどについて問う

質問紙への回答。

3．実験曲の合奏（1回目）。

4．個人で練習しても一緒に合わせて練習しても構

わないので 2回目の合奏をよりよくおこなうた

めの練習をして欲しいと教示された上で、20分

間の自由練習。

5．実験曲の合奏（2回目）。

6．日本語版 POMSによる実験参加者の気分測定

（2回目）。

7．合奏活動の様々な側面についての実験参加者の

評価を問う質問紙への回答。

各ペアは、約 1週間の間をあけて、1～7の実験を 3

回おこなった。

質問紙

質問紙は、協同的問題解決に対する成員の満足感に

問題解決過程の様々な側面についての成員の評価がど

のように関わっているかについて調べた鈴木・邑本

（2009a, b）の研究で用いられた質問紙を参考にしつ

つ、本研究の目的に合うように独自に作成した。質問

内容は、大きく分けて合奏活動全体に対する肯定的評

価に関するものと、合奏活動の様々な側面に対する評

価に関するものからなっていた。質問は、すべて「1.

まったくあてはまらない」から「7. とてもよくあて

はまる」までの 7段階リッカート尺度で回答された。

1．合奏活動全体に対する満足度および楽しさにつ

いての質問。各 1尺度。
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2．合奏活動の諸側面に対する評価についての質問。

2－1．全体の合奏活動の質についての評価。「最後

の連弾では、ペアとしてよい演奏をすること

ができた」など 4尺度。

2－2．自分自身の合奏活動の質についての評価。

「練習の中で、自分としてはやれるだけのこ

とはやった」など 5尺度。

2－3．課題についての評価。「思っていたよりも簡

単だった」など 3尺度。

2－4．自分自身についての評価。「この活動を通じ

て自分が進歩することができた」など 7尺度。

2－5．相手についての評価。「思っていたよりも相

手にリーダーシップがあった」など 6尺度。

2－6．合奏活動の対人的側面についての評価。「相

手を自分の仲間として意識した」など 7尺度。

全質問項目を別表に示す。なお、質問項目内では

「連弾」という言葉を用いたが、実験では 2台のデジ

タルピアノを用いており、「連弾」ではなく「合奏」

と表記する方が適切である。したがって、本稿では

「合奏」という言葉を用い、質問項目を引用する場合

のみ「連弾」という表記をしている。

結果

練習活動のコーディング

20 分間の練習時間中に各実験参加者がおこなった

行動を以下の基準で分類し、それぞれの継続時間を測

定した。

1．個人行動：個人練習や個人での読譜など。

2．会話

3．共同練習：二人で合奏する形式での練習。

4．その他

実験参加者 18 人×3 回の練習活動全体での各行動

種別の平均時間は、個人行動 632秒、会話 198秒、共

同練習 360秒、その他 7秒であった。全体および各回

の各行動の平均時間をFigure 1に示す。共同練習の時

間は各回とも 360秒前後でそれほど変わらないが、個

人行動は回を追うごとに増加する一方、会話は逆に減

少している。この 3つのタイプ以外の行動はほとんど

みられなかった。実験回数と活動種別を独立変数、持

続時間を従属変数とした 2要因分散分析をおこなった

ところ、活動種別の主効果と実験回数と活動種別の交

互作用が有意であった（F（3, 204）＝55.37, p<0.0001;

F（6, 204）＝2.539, p<0.05）。実験回数の効果は有意

ではなかった（F（2, 204）＝0.0007, n.s.）。LSD検定

による多重比較の結果、個人活動は常に他の 3つの活

動種別よりも有意に長かった。共同活動の長さは 1回

目は会話と変わらなかったが、2回目、3回目には会

話よりも有意に大きくなっていた。会話は、1回目の

みその他の活動種別よりも有意に長かったが、2回目、

3回目と減少した結果、有意差がなくなった。実験回

数による変化についてみてみると、個人活動は、1回

目よりも 3回目の方が有意に長くなっていた。一方、

会話については、1回目よりも 3回目が有意に短く、

また 1回目よりも 2回目が短い傾向であった。共同練

習とその他の活動については、実験回数による違いは

なかった。

合奏活動前後での気分変化

日本語版 POMSで測定される 6つの下位尺度 T-A

（緊張－不安）、D（抑うつ－落込み）、A-H（怒り－

敵意）、V（活気）、F（疲労）、C（混乱）各々につい

て、合奏活動前の平均値と合奏活動後の平均値を

Figure 2に示す。

V-A は肯定的な気分、他の 5 つは否定的な気分で

あるので、すべての下位尺度で合奏活動前よりも後の
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方が肯定的な気分になっていることがみてとれる。

t検定の結果、この変化はすべて有意であった（T-A,

t（53）＝3.82, p<0.0005; D, t（53）＝2.95, p<0.005; A-

H, t（53）＝3.56, p<0.001; V, t（53）＝2.41, p<0.05; F,

t（53）＝2.29, p<0.05; C, t（53）＝4.50, p<0.0001）。

合奏活動に対する満足度と楽しさ

各回の合奏活動に対する満足度と楽しさの平均評定

値を Figure 3に示す。全般的にこの活動に満足し、

楽しんでいる様子がみてとれる。また、満足度、楽し

さともに回を追うごとに上昇しており、分散分析をお

こなった結果、その変化は有意であった（満足度,

F（2, 51）＝11.75, p<0.0001；楽しさ, F（2, 51）＝3.91,

p<0.05）。

合奏活動の諸側面に対する評価

合奏活動の各側面についての評価尺度の平均評定値

を Figure 4に示す。分散分析をおこなった結果、相

手に対する評価では回の違いによる有意な差がなかっ

た（F（2, 51）＝0.75, ns）のに対し、課題に対する評

価では回を追うごとに上昇する傾向（F（2, 51）＝2.54,

p＝0.089）が、その他の評価では回を追うごとに評定

値が有意に上昇していた（全体の活動, F（2, 51）＝

3.94, p<0.05；自分の活動, F（2, 51）＝3.58, p<0.05；

自分自身, F（2, 51）＝4.99, p<0.05；対人, F（2, 51）＝

3.84, p<0.05）。

満足度・楽しさと他の評価との関係

合奏活動に対する満足度および楽しさと他の評価と

の関係をみるために、満足度および楽しさを基準変数、

各評価を説明変数とした重回帰分析をおこなった。各

評価の値としては、評価項目に含まれる各尺度の平均

値を用いた。正負の方向が反対の尺度の値は逆転させ

た。結果を Table 1に示す。合奏活動に対する満足度

には、合奏活動全体の質や自分自身の活動の質が主に

関係しており、それらの質に対する評価が高いほど満

足度が高くなっている。一方、合奏活動の楽しさには、

自分自身や相手、合奏活動の対人的側面に対する評価

が主に関わっており、自分自身や対人的側面に対する

評価が高く、相手に対する評価が低いほど、その合奏

活動が楽しいという結果となった。

気分変化と諸変数との関係

気分変化に関わる要因を探るため、日本語版 POMS

の 6つの下位尺度の合奏活動前後での差を基準変数、

各評価値および各活動種別の時間を説明変数とする重

回帰分析をおこなった。ただし、活動種別のうち、個

人行動と会話、個人行動と共同練習とは相反的な関係

にあるので、個人行動は説明変数からはずした。有意

あるいは有意傾向が得られた気分下位尺度の結果を

Table 2に示す。T-A（緊張－不安）に関しては、合

奏活動全体の質や課題に対する評価が高いほど低くな

るが、自分自身の評価が高いときには T-A が高くな

る傾向があった。A-H（怒り－敵意）は、自分の活動

の質への評価が高いと高くなり、練習中の会話が長い

場合にも高くなる傾向があった。V（活気）について

は、全体の活動の質が高く評価されると高くなった。

しかしながら、いずれの気分下位尺度においても決定
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Figure 3: Scores of positive evaluations.

Figure 4: Scores of cognitive evaluations.

Table 1: Results of the multiple regression analysis for
positive evaluations.
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係数の値はかなり小さく、これだけの変数では気分の

変化を説明するのに不十分であると言える。

考察

合奏活動による気分変化

本研究の第一の目的であった音楽演奏による演奏者

自身の気分変化については、日本語版 POMSを用い

た測定によって合奏活動が演奏者の気分を有意に向上

させることが確かめられた。また、下位尺度ごとに実

験回数を要因とする分散分析をおこなったところ、実

験回数の効果は有意ではなく、特に一貫した変化の傾

向も見出されなかった。したがって、回数を重ねて実

験状況に馴染むといった必要なしに、合奏活動をする

ことが初回から演奏者の気分の向上をもたらしていた

と考えられる。

満足度と楽しさに関わる要因

満足度と楽しさはともに合奏活動に対する肯定的な

評価であるが、合奏活動の様々な側面に対する評価と

の関係をみると、かなり異なった内容をもっているこ

とが分かる。満足度は演奏の質に結びつき、全体およ

び自分の演奏の質が高かったり、質の高さにつながる

練習ができたときに高い満足度が得られていた。それ

に対して、楽しさは、自分自身を高く評価でき、合奏

相手と一体感のある活動ができたときに高くなってい

た。その一方で、相手に対する評価が高くなると却っ

て楽しさは低くなるという結果も得られた。「自分自

身についての評価」と「相手についての評価」の間の

相関は r＝－0.06とほとんどないので、両評価は相反

的な関係ではなく、それぞれ独立に楽しさの評価に関

わっていたと考えられる。

この結果から、合奏活動全体に対する評価には、演

奏の質に対する評価の側面と、自分や相手、そして両

者の関係に対する評価の側面が、それぞれ別個に関わっ

ていることが示唆される。合奏活動全体が評価される

とき、それぞれの側面がどの程度の重みづけで関わっ

てくるのかには、演奏者、演奏者間の関係、演奏状況

などが複雑に関係していることが予想される。この点

について今後検討していくことは、合奏による気分変

化のメカニズムを明らかにする上で重要であると同時

に、合奏を重要な柱としている音楽教育の実践に対し

ても寄与するものであろう。

気分変化に関わる要因

合奏活動による気分変化を、合奏活動の諸側面に対

する評価や合奏活動中の活動種別に関係づけるために

重回帰分析をおこなったが、得られた結果は 6つの下

位尺度中 1つが有意、2つが有意傾向で、決定係数の

値も小さいという限定的なものであった。その中で、

合奏活動全体の質に対する評価の高さは、緊張－不安

を低め、活気を高めるという肯定的な影響を気分に対

して及ぼしていた。また、課題に対する評価が高いこ

とも、緊張－不安を低めるのに寄与していた。一方、

自分自身に対する評価が高いと緊張－不安が高まると

いう傾向が得られた。これは、緊張感の高い活動をす

ることで自分自身を高く評価できるようになったとい

う逆の因果関係によるものかもしれない。

また、自分自身の活動の質を高く評価したり、相手

との会話を長くおこなうことで怒り－敵意が高まると

いう結果が得られた。今回の合奏活動では、自分の活

動の質を高く評価することが相手の活動に対する否定

的な評価をもたらし、それが怒り－敵意を高めること

につながったのかもしれない。ただし、「自分の活動

の質についての評価」と「相手についての評価」の相

関係数は r＝－0.14であり、負の相関はそれほど高い

ものではない。会話に関しても、否定的な影響をもた

らしたことから、相手に対する評価の評定値自体は

Figure 4 にみられるように肯定的な値であるにもか

かわらず、今回の合奏活動では相手とあまりよい関係

を構築するにはいたらなかったのかもしれない。ある

いは、会話をすることが却って非言語的コミュニケー

ションとしての合奏活動のよさを壊す方向に働いてし

まったという可能性もある。
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Table 2: Results of the multiple regression analysis for
mood states shifts.
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ま と め

本研究では、合奏活動をおこなうことで演奏者の気

分が向上することが示された。しかし、この結果は限

られた実験参加者と楽曲のもとで得られたものであり、

一般化していくためには今後もデータを蓄積していく

必要がある。また、合奏活動全体の質に対する高い評

価や課題を高く評価することが緊張－不安を低める一

方、自分自身の活動の質に対する高い評価が怒り－敵

意を高めるといった関係が示されたが、こうした気分

変化に関わる要因についてはまだまだ限定的な示唆が

得られるにとどまっている。はじめに述べたように、

合奏活動は音響生成、聴取、運動、表現、共同といっ

た様々な活動からなる多面的な活動であり、本研究で

取り扱うことのできた要因はその中の限られた部分に

過ぎない。会話の長さが怒り－敵意の増加に結びつい

たり、相手への高い評価が楽しさの低さに結びついた

りといった結果は、共同活動としての側面が、本研究

の場合、必ずしも肯定的な効果を及ぼしていないこと

を示唆している。今後、合奏活動の様々な側面が合奏

活動への評価や気分変化に対してどのように関わって

いるのか、またそれら諸側面がどのように相互に関係

しているのかなどについて検討を重ねていく必要があ

る。

また、演奏者の動機づけ、性格、音楽演奏に対する

態度などといった演奏者内要因も合奏活動による気分

変化に関係すると考えられる。これらについても、今

後検討していく必要がある。

以上、様々な課題をあげてきたが、音楽を演奏する

ことによる気分変化についての研究は、音楽と感情と

の関係を考える上で、重要な知見を与えてくれるはず

である。また、合唱を含む合奏が重要な活動に位置づ

けられている学校での音楽教育や、セラピストとクラ

イアントによる即興的合奏が大きな柱となっている音

楽療法といった実践活動にとっても、合奏活動が演奏

者の気分を向上させるという本研究の結果は寄与しう

るものであろう。
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別表

連弾活動の諸側面に対する評価についての評定尺度

（以下の 32個の質問に対して、「1．まったくあてはま

らない」から「7．とてもよくあてはまる」までの 7

段階リッカート尺度で回答を求めた）

全体の連弾活動の質に対する評価

・最後の連弾では、ペアとしてよい演奏をすることが

できた。

・ペアとしてよい練習ができた。

・練習の中で、ペアとしてやれるだけのことはやった。

・最後の連弾では、ペアとして最善を尽くすことがで

きた。

自分自身の連弾活動の質に対する評価

・最後の連弾で、自分としてはよい演奏をすることが

できた。

・最後の連弾で、自分としては最善を尽くすことがで

きた。

・ペアとしての活動を自分が引っ張っていった。

・練習の中で、自分としてやれるだけのことはやった。

・自分としてはよい練習ができた。

課題に対する評価

・思っていたよりも楽しかった。

・思っていたよりも簡単だった。

・次にもう一回同じ事を行えば、さらによい結果を残

せるだろう。

自分自身に対する評価

・この活動を通じて自分が進歩することができた。

・思っていたよりも積極的に活動に取り組めた。

・思っていたよりもうまく演奏することができた。

・思っていたよりも自分にリーダーシップがあること

に気づいた。

・活動中、自分のことだけで精一杯だった。（逆転項

目）

・思っていたよりも自分は連弾に向いていた。

・思っていたよりも自分は相手とうまくやることがで

きた。

相手に対する評価

・思っていたよりも相手にリーダーシップがあった。

・思っていたよりも相手は演奏がうまかった。

・思っていたよりも相手は積極的に活動に取り組んで

いた。

・思っていたよりも相手は自分に合わせてくれた。

・活動を通じて相手が進歩するのを感じた。

・相手の方が自分よりもじょうずだった。

対人的側面に対する評価

・相手は連弾の相手として頼りになった。

・息の合った連弾ができた。

・相手に助けられることが多かった。

・相手を自分の仲間として意識した。

・相手の言動に気に入らない点があった。（逆転項目）

・相手と気持ちが通じ合った。

・これからも相手と一緒に活動したいと思った。
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Mood Shift of Performers through Collaborative Music Performance

Faculty of Psychology, Department of Development and Educational Psychology

Teruo YAMASAKI

Abstract

Introduction A large number of studies have focused on the emotional effects of music listening; however,

few studies have dealt with the effects of playing music on performers’ emotion/mood. This study investigates

the relationship between various aspects of collaborative music activity and performers’ mood shift.

Objective The first aim of this study was to determine whether playing a piano piece for two pianos induced

a mood shift in the performers. The second aim was to reveal the relationship between this mood shift and

various aspects of the music activity.

Methods Participants included 18 female students who had elementary or intermediate level piano skills.

They participated in the experiment as pairs, and each pair rehearsed and performed a piano piece for appro-

ximately 30 minutes. Their mood states were measured twice by Profile of Mood States (POMS), once at the

beginning and once at the end of the experiment. In addition, they were asked to evaluate various aspects of

their engagement with the musical activity. Their rehearsal and performance were recorded by video cameras

and analyzed.

Results POMS scores improved significantly through participation in the musical activity on all subscales,

including Tension/Anxiety (T/A), Depression/Dejection (D/D), Anger/Hostility (A/H), Vigor/Activity (V/A),

Fatigue/Inertia (F/A), and Confusion/Bewilderment (C/B). Pearson’s correlations indicated significant differ-

ences between scores in particular POMS subscales and various aspects of musical activity. For example, A/H

score was negatively correlated with the length of individual practice during the rehearsal, while V/A score

was positively correlated with a positive evaluation of the collaborative performance.

Keywords: music, performer, mood, shift, collaboration
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